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あん姫いきいき体操が完成

５月１７日に戸倉創造館で、健康寿命延伸体操「あん姫い
きいき体操」の完成発表会が行なわれ、関係者や高齢者の
皆さん、五加保育園の園児ら261人が完成を祝いました。

【特集】　あん姫いきいき体操

千曲市中心市街地活性化基本計画を策定【後編】

便利に使おう市のホームページ

気象情報や避難情報に注意しましょう

今月の表紙

体操で
介護予防・健康づくり

【
特 

集
】
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千
曲
市
健
康
寿
命
延
伸
体
操

年
々
増
加
す
る
高
齢
化
率

市
内
の
65
歳
以
上
の
割
合
は
平

成
29
年
4
月
1
日
時
点
で
32
・
2

％（
県
平
均
31
・
0
％
）と
年
々
増

加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い

介
護
を
必
要
と
す
る
人
も
増
加
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
市
内
の
平
均
寿

命
は
男
性
80
歳
、
女
性
87
歳
で
あ

る
の
に
対
し
、「
健
康
寿
命（
日
常

生
活
に
制
限
の
な
い
期
間
）」は
男

性
64
歳
、女
性
67
歳（
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
よ
り
算
出
）と
平
均
寿
命

と
開
き
が
あ
り
ま
す
。
健
康
で
長

寿
を
迎
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

市
で
は
、
今
年
度
策
定
し
た
第

二
次
千
曲
市
総
合
計
画
の
基
本
目

標
の
一
つ
に「
支
え
合
い
、
だ
れ
も

が
健
康
で
活
躍
す
る
ま
ち
」を
掲

げ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
な
が
ら
、

市
民
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
、

高
齢
の
方
に
は
、
車
椅
子
を
利

用
し
て
い
る
方
、
歩
く
の
に
不
安

が
あ
っ
て
杖
な
ど
を
使
っ
て
い
る

方
、
歩
く
の
に
不
安
は
な
い
が
あ

ま
り
外
出
し
な
い
方
、
元
気
で
な

ん
で
も
こ
な
し
て
い
る
方
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
身
体
能
力
レ
ベ
ル
の

方
が
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方
で

も
、
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
体
を

動
か
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
く

に
、血
圧
が
高
い
、糖
尿
が
出
る
、

膝
や
腰
が
痛
い
、
半
身
が
不
自
由

な
ど
の
問
題
を
持
っ
て
い
る
方
に

は
、運
動
が
必
要
で
す
。

「
あ
ん
姫
い
き
い
き
体
操
」は

健
康
の
維
持
・
増
進
に
役
立
つ
体

の
基
本
的
な
動
き
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
車
椅
子
の
方
か

ら
お
元
気
な
方
ま
で
ど
な
た
で
も

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
同

じ
動
き
で
も
や
さ
し
い
動
き
か

ら
、
難
し
い
動
き
ま
で
い
く
つ
か

岩 谷  力さん

長 野 保 健医 療 大 学  学 長

（ 元国 立 身 体障 害 者リハビリテーションセンター総 長 ）

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
。

長
く
続
け
て
い
る

と
つ
ま
ら
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
や
さ
し
い
動
き

か
ら
は
じ
め
て
徐
々

に
難
し
い
動
き
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
体
の
動
き
を

楽
し
み
な
が
ら
、
心

身
と
も
に
活
性
化
さ

れ
健
康
長
寿
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

「あん姫いきいき体操」を監修した岩谷力さんに聞きました

近 藤  光 枝さん  北山  久 子さん

　 　  （75歳 ）　  　 　  （73歳 ）

人
間
関
係
の
中
で
社
会
参
加
で
き
、

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
は
要
支
援
１・２
の

人
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
、
市
が
主
体
的
に
実
施
す

る「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
」に
移
行
し
ま
し
た
。併

せ
て
一
般
介
護
予
防
に
つ
い
て
も

充
実
さ
せ
、
取
組
み
を
広
げ
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。現
在
も
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
に「
元

気
な
つ
ど
い
」「
膝
腰
元
気
塾
」な

ど
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
気

軽
に
楽
し
み
な
が
ら
体
操
を
し
て

も
ら
お
う
と
、
ご
当
地
体
操
と
し

て「
あ
ん
姫
い
き
い
き
体
操
」を
創

作
し
ま
し
た
。

千
曲
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操

あ
ん
姫
い
き
い
き
体
操
は
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
関
係
の
代
表
者

や
地
域
の
団
体
の
代
表
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
体
操
創
作
検
討
会
が

中
心
に
創
作
し
た
体
操
で
す
。専

門
的
な
視
点
か
ら
介
護
予
防
の
た

め
の
体
の
動
き
を
体
操
に
取
り
入

れ
た
り
、ア
ン
ズ
を
採
っ
て
食
べ
る

動
作
を
入
れ
た
り
す
る
な
ど
千
曲

市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、
こ
の
体
操
は
、
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
５
つ
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
が
あ
り
高
齢
者
だ
け
に
限
ら
ず

子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

体
操
を
通
し
て
、
運
動
機
能
低

下
防
止
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
で
の
交
流
、
世
代
間
の
交
流

を
図
り
、
高
齢
者
が
社
会
参
加
で

き
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
、
家
族
や
仲

間
を
誘
っ
て
体
操
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
体

操
の
動
き
を
解
説
し
ま
す
。

「あん姫いきいき体操」を体験した方に聞きました

誰でもできる

簡単な体 操です。

年齢を重ねるたびに、足が進まなかったり、つまずきやすく
なったりと足から衰えてくることを実感しています。だからと
いって動かないでいると、ますます悪くなっていくだけだと思
います。この体操は、そんなに難しい動きはないので、私たち
の年代でも簡単にできる体操です。音楽に合わせて歌いなが
ら、手足を伸ばしたり上げたりとストレッチをする感覚です。

ただ、１人で自宅でやると続かないと思うので、地域の寄
り合いのときなどに取り入れてもらえると良いかもしれませ
ん。ほかにも、体操教室などを実施してもらえると「私もちょ
っと行ってみようかな」と出かけるきっかけにもなり、そこで
出会った人たちとの交流にもつながると思います。

仲間作りのきっか

けにもなると思い

ます。

（ 近 藤さん）

（ 北山さん）

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
高
齢
福
祉
課（
内
線
５
５
２
１
）

あ
ん
姫
い
き
い
き
体
操
で

　
　
　

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

健康増進、健康寿命延伸を目的に創作が進められていた「あん姫いきいき体操」が完

成しました。この体操は、昨年完成した「あん姫のうた」に合わせた体操で、高齢者に

限らず誰でも気軽に楽しめるように５つのバージョンを創作しました。体操の動画も

完成したので、４・５ページの解説と併せて、皆さんも一緒に体を動かしましょう！



市報千曲　平成29年6月  　4　　5　  市報千曲　平成29年6月

高齢者の介護予防を目的として、
一緒に楽しみながら地域で高齢者の
健康づくりのお手伝いをするボラン
ティアサークル「健康づくり応援団」
のメンバーを募集しています。
■対象　市内在住のおおむね40歳

以上の人
■活動内容

○地域のいきいきサロンなどで、地
域の人と一緒に軽体操・脳トレを
行なう

○運動教室の受付や運営のサポート
＊応援団対象の小学習会を行ない、

活動をサポートします。
■申込受付　随時
■問い合わせ先　更埴庁舎・高齢福

祉課・更埴地域包括支援センター
（内線5522）

介護予防・健康づくり

応援団を募集

あん姫 　 　 　 　 体 操

前奏

手を上げて上へ伸びる

前奏

頬の奥歯のあたりをマッサージ

前奏

肩を大きく回す

空の向こうの畑には

首を前後に動かす

あんず城がありました

首を右に左に動かす

そこで育ったあん姫は

ほほえみの花を咲かせます

肘をしっかり伸ばし
体を右に左に倒す

間奏

手拍子・足踏み

あんず畑でねころんで  　あんず畑でねころんで

いい夢みたよあんずの夢を　　いい夢みたよあんずの夢を

アキレス腱を伸ばす 太ももの後を伸ばす
つま先立ち×２

空の向こうのふるさとは

あんず色に輝いて

手足開きの運動×２

心の花を咲かせましょう

みんなのあん姫あいにきて

太もも上げの運動×２

＊左右逆に
　して繰り返し

間奏

手拍子・足踏み あんずを採って食べる

いい夢みてねあんずの夢を

手足を広げて腰を落とす

いい夢見てねあんずの夢を

間奏

腰と首をひねる

間奏

手をあげて上へのびる 右に左にステップ 手足をパッと前に出す 手足をパッとななめ前に出す

しっかり胸部を
広げる

頬を後から前に
円を描くように
マッサージ

両手を肩に置
き、肘を大きく
回す（前から後
へ、後から前
へ）

首の反らせ過ぎ
に注意

右足を前に出
し、左かかとは
床に付けたま
ま、おへそを前
に突き出す

右膝を伸ばした
まま体を曲げる

①右足開く、②右足閉じる
③左足開く、④左足閉じる

①右の太ももを上げる、②胸を張る
③左の太ももを上げる、④胸を張る

①右手を上に
　右足を前に
②左手を上に
　左足を前に
③右手をお腹に

右足を後に
④左手をお腹に

左足を後に

を素早く×２回

①右手足広げ、②左手足広げ、
③太ももを叩きながら腰を落とす

背筋を伸ばし、しっ
かり胸郭を広げる

おいしいあんずをたくさん食べておいしいあんずをたくさん食べて

間奏 間奏 間奏

間奏

～

を繰り返し

立位バ ージョン〈 保 存 版 〉

「あん姫のうた」にあわせて、みんなで体を動かしましょう♪ 立位バージョンのほかに座

位バージョンもありますので、自分のレベルに合ったバージョンからはじめてみましょう！

いきいき
立位バージョンのほかに座位バージョン
の動画も作成しました。
動画は、「千曲市役所公式YouTubeチ
ャンネル」で視聴することができます。

体操の動画を作成しました 立位バージョン

↑動画はこちらから↑

動 画

座位バージョン
＊希望者にはＤＶＤ

を無料で貸出しま
すのでご連絡くだ
さい。

最後に、深呼吸

空を見上げるように

1 2 3 4 5 6
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16 17
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14 17
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14. 空き店舗・空き旅館の活用

15. スポーツエリアの施設連携整備

16. スポーツツーリズムの推進

17. 子育て・地域・観光・交流の総合拠点づくり

18. 白鳥園多目的広場の活用検討

19. 温泉を楽しめるまちなか優良住宅の誘導

20. 温泉資源めぐりの健康散策ルートの開発

屋代駅及び周辺の都市機能を強
化した交流拠点をつくる
まちなか居住を増やす

新たな文化と交流の拠点をつくる

遊休不動産を活用した
　　　　　　　まちなかづくり

既存商業の活性化と
　　　　まちなか産業を育てる

歩いて楽しく快適な
　　道のネットワークをつくる

スポーツタウンを
　　演出するまちなかをつくる

まちなかをめぐる
　　　　公共交通を再構築する

活 力 あ る「 ま ち な か 」
　 　 　 　 を 目 指 し て

■問い合わせ先　上山田庁舎・産業振興課（内線7334）

千 曲 市 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 を 策 定

【 後 編 】

中
心
市
街
地
の
都
市
機
能
の

増
進
と
経
済
活
力
の
向
上
を
一

体
的
に
推
進
す
る「
千
曲
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
、
前
回
は
計
画
の
背

景
と
目
的
、
市
内
2
か
所
の
中

心
市
街
地
区
域
、
活
性
化
の
基

本
方
針
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。今

回
は
中
心
市
街
地
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
事
業
体

系
、
動
き
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。こ
れ

ら
は
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ「
ち
く
ま
未
来
カ
フ
ェ
」、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
な
ど
で
出

さ
れ
た
意
見
や
要
望
な
ど
を
基

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
体
系
化
し

た
も
の
で
す
。

計画の策定と同時に「商店街
空き店舗等活用事業」の助成対
象区域を従来の商業地域・近
隣商業地域に中心市街地を新
たに加え利用しやすくなって
います。

区域・助成金などの詳細は
産業振興課までお問い合わせ
ください。

【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
】

本
計
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

実
現
性
と
効
果
が
高
い
も
の

か
ら
取
り
組
み
、
定
期
的
に
見

直
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
ま

す
。既

に「
商
店
街
空
き
店
舗
活

用
事
業
」「
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

事
業
」「
公
共
施
設
等
の
利
用

促
進
事
業
」な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
現
化
に
向
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
力
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
、
中
心
市
街
地

（
ま
ち
な
か
）の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

に ぎ わ い と チ ャ レ ン ジ の ホ ー ム タ ウ ン
～ た ま り 場 ・ 創 業 ・ プ ロ ス ポ ー ツ で ひ ろ が る ま ち ～

基 本 目 標 取 組 み の 基 本 方 針 プ ロ ジ ェ ク ト

１．ライフスタイルに対応した
　たまり場・交流の場の創出

２．プロスポーツを
　　　　　活

い

かした地域振興

３．歩きを創造するまちづくり

1. 屋代駅モノ・コト・情報ターミナル事業

2. 屋代駅周辺都市機能強化

3. ホール・図書館・公園等の交流利用促進

4. ライフスタイル別たまり場・交流の場の創出

5. 創業者の育成

6. 屋代地区まちなか産業支援

7. ブレイブウォリアーズ・スポーツタウン

8. 歩行者にやさしい駅前通りの検討

9. 屋代駅東側の緑と歴史資源の活用とまちなか
　の散策促進

10. まちなか公共交通

来街者にやさしい道と
　　奥行きのあるまちをつくる
女性にやさしい
　　　　　まち並みやまち歩き
温泉×体験 (アート)×イベン
トの展開による楽しみをつくる

スポーツエリアとしての
　　　　位置づけと展開を図る

温泉×スポーツツーリズム
　　　　　による活性化を図る

高齢者の健康・楽しみのある、
生きがいのあるまちをつくる

子育て支援が充実した
　　　　　　　　拠点をつくる

循環の便利さ・散策の楽しみがある
道のネットワークとにぎわいをつくる

温 泉 と ス ポ ー ツ の ほ っ と た う ん
～ 温 泉 コ ラ ボ と い や し の あ る ま ち ～

基 本 目 標 取 組 み の 基 本 方 針 プ ロ ジ ェ ク ト

１．温泉街の新しい価値づくり

２．温泉街とスポーツの連携

３．健康・ライフスタイルの
　　　　　　　充実・支援

４．まちなかの
　　　　　交通ネットワーク

11. 戸倉上山田地区の環境向上

12. 女性も気軽に利用できる昭和レトロな雰囲気
づくり

13. まちなかイベントの展開

21. 戸倉駅の機能向上とにぎわいの創出

22. まちなか公共交通
■この目標が達成されることにより「まちなか」の姿は

・誰もが気軽に交流できるスペースである「たまり場」がまちなかにできます。
・「まちなか」の交流の場としてにぎわいや新たな出会い・チャレンジから創業の芽が生まれる場所となっています。
・プロスポーツを活かしたまちの雰囲気が感じられ、観戦グッズやスポーツに関するショップ、スポーツカフェなど

に人々が集まり活気やにぎわいが通りにあふれます。
・市内を回遊させる公共交通の拠点を整備し、市内全域が人の流れを生み出し、まち歩きを楽しめます。

■この目標が達成されることにより「まちなか」の姿は

・温泉地の雰囲気やおもてなしの演出により、浴衣姿の観光客や地元の人々も安心してまち歩きを楽しめます。
・「温泉×スポーツツーリズム」が推進され、スポーツを盛り上げる取り組みが図られ、熱気やにぎわいが広がります。
・温泉が身近にあるメリットを活かし、健康で長寿を育む支援や施設が充実した「住んでみたいまちなか」になります。
・戸倉駅周辺はスポーツエリアや温泉街への円滑なアクセス交流拠点として観光客や地域の多くの人が利用できます。

～「空き店舗等活用事業」の　
　　　助成対象地区を拡大～

〈 戸 倉 ・ 上 山 田 ま ち な か 地 区 〉の 活 性 化 の コ ン セ プ ト 〈 屋 代 駅 周 辺 ま ち な か 地 区 〉の 活 性 化 の コ ン セ プ ト

キ ャ ッ チ

フ レ ー ズ

キ ャ ッ チ

フ レ ー ズ
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便 利 に 使 お う

こ
こ
数
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
、
そ
れ
に
伴
う
モ
バ
イ
ル
端
末
の
発

展
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
収
集
し
た

り
、
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
を
伝
達
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
も
、
今
や
パ
ソ
コ
ン

よ
り
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
な
わ
れ
る
場
面
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

①
【
表
示
の
切
り
替
え
】　
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
場
合
に
限

り
、
ス
マ
ホ
表
示
と
Ｐ
Ｃ
表
示

を
切
り
替
え
て
、
両
方
の
表
示

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
【
検
索
】　
単
語
を
入
力
し
て

検
索
す
る
こ
と
で
、
そ
の
単
語

を
含
む
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

で
き
ま
す
。

③
【
分
野
】　
「
く
ら
し
」「
健
康
・

福
祉
」「
教
育
・
文
化
」「
防

災
」な
ど
と
い
っ
た
分
野
か
ら

記
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

④
【
属
性
】　
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

「
注
意
情
報
」「
募
集
」「
イ
ベ

ン
ト
情
報
」「
相
談
窓
口
」な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
の
一
覧
か

ら
記
事
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

⑤
【
組
織
】　
部
と
課
が
一
覧
表

示
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
お

探
し
の
課
の
ペ
ー
ジ
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑥
【
新
着
記
事
】　
タ
ブ
を
選
択

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
新
着

情
報
」「
イ
ベ
ン
ト
」「
採
用
」

な
ど
、
注
目
度
の
高
い
記
事
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑦
【
新
着
記
事
一
覧
】　
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
表
示
し
き
れ
な
い

新
着
記
事
を
一
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

⑧
【F

a
cebook

】　
千
曲
市
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
リ
ン
ク
し
て

い
ま
す
。

⑨
【
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
】　
「
妊

娠
・
出
産
」か
ら「
死
亡
」ま
で

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
記

事
を
集
め
て
い
ま
す
。

⑩
【
緊
急
時
の
情
報
】　
緊
急
時

の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

⑪
【
お
役
立
ち
情
報
】　
ご
み
の

出
し
方
や
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ

ー
、
市
報
、
議
会
報
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑫
【
電
子
サ
ー
ビ
ス
】　
電
子
申

請
や
図
書
館
蔵
書
検
索
、
議
会

会
議
録
検
索
な
ど
の
電
子
サ
ー

ビ
ス
へ
の
入
口
で
す
。

⑬
【
観
光
情
報
】　
信
州
千
曲
観

光
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン

ク
し
て
い
ま
す
。

⑭
【
市
内
文
化
施
設
】　
市
内
の

文
化
会
館
や
資
料
館
な
ど
文
化

施
設
の
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て

い
ま
す
。

⑮
【
千
曲
市
の
紹
介
】　
千
曲
市

に
関
す
る
情
報
で
す
。
移
住
・

定
住
を
考
え
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
こ
こ
を
紹
介
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

見
た
い
記
事
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
そ
の
記
事
に
係
る
組
織
、

属
性
、
分
野
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

切
り
口
か
ら
記
事
を
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
で
は
行
政
情
報
を
市
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

屋
外
告
知
放
送
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
や
有
線
放
送
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ
て
重
複
さ
せ

な
が
ら
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
る「
千
曲
市
防
災
情
報
」

も
加
え
て
発
信
し
て
い
ま
す
。い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
フ
ォ
ロ

ワ
ー
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・情報政策課（内線5362）

市 の
ホ ー ム ペ ー ジ

①
千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
見
る
場
合
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
見
る
場
合
で
は
表
示

の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。
も

う
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
改
め
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
使
え
る
機
能
を
紹
介

し
ま
す
。市ホームページ

は、こちらから。

http://www.city.
chikuma.lg.jp/

③ ④ ⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑮

⑫

⑬

⑭
⑪

②

「市防災情報ツイッター」

はこちらから

https://twitter.com/
chikuma_bosai
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気 象 情 報 や 避 難 情 報 に

　 　 　 　 注 意 し ま し ょ う

台 風 ・ 集 中 豪 雨 の 多 い 季 節 で す

■問い合わせ先　更埴庁舎・危機管理防災課（内線5251）

出水期に入り、台風や集中豪雨の多い季節となります。近年では予測の難しい集中

豪雨が頻発し、昨年は千曲市でも避難情報を発令しています。気象情報や避難情報

の意味を理解し、いざというときに適切な行動をとれるようにしてください。日頃か

ら気象情報などに注意し、災害に備えましょう。

避
難
情
報
の
種
類
と
、

　
　 

と
る
べ
き
行
動

災
害
の
危
険
が
高
ま
り
、
避

難
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、

市
役
所
か
ら
避
難
情
報
を
発
表

し
ま
す
。
情
報
を
確
認
し
、
適

切
な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
役
所
か
ら
避
難

情
報
が
発
表
さ
れ
る
前
で
も
危

険
を
感
じ
た
ら
自
主
的
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

避 難 準 備・
高 齢 者 等 避 難 開 始 避 難 勧 告 避 難 指 示（ 緊 急 ）

発
令
の
状
態

と
る
べ
き
行
動

・高齢者、子ども、障がい
  がある方など、避難に時
  間を要する方は、早めに
  自主的な避難行動を開始
  してください。
・その他の人は、避難の準
  備をしてください。

・指定された避難所へ避難
  行動を開始してください。
・避難所への避難がかえっ
  て危険な場合は、近隣ま
  たは屋内のより安全な場
  所へ避難してください。

・指定された避難所へ直ち
  に避難してください。
・避難所への避難がかえっ
  て危険な場合は、近隣ま
  たは屋内のより安全な場
  所へ避難してください。

切迫した状態であり、災害
による人的被害の発生する
可能性が非常に高いと判断
された状況、または人的被
害が発生した状況。

災害による人的被害の発生
する可能性が高まってきて
いる状態。

災害による人的被害の発
生する可能性が高まった状
態。

平
成
28
年
８
月
の
台
風
10
号

に
よ
る
水
害
に
お
い
て
、
岩
手

県
岩
泉
町
で
は
高
齢
者
施
設
に

避
難
準
備
情
報
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
適

切
な
避
難
行
動
が
と
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
避
難
情

報
の
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。新

し
い
名
称
と
、
と
る
べ
き

行
動
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

大
雨
に
よ
り
河
川
の
水
位
が

上
昇
し
、
水
位
周
知
・
洪
水
予

報
発
表
対
象
河
川
で
は
氾
濫
の

危
険
性
が
高
ま
る
と
、
河
川
を

管
理
す
る
国
や
県
な
ど
か
ら
防

災
に
関
す
る
情
報
が
発
表
さ
れ

（ 旧：避 難 準 備 情 報 ） （ 旧：避 難 指 示 ）

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間が け 崩 れ 土 石 流 地 す べり

雨や地震などの影響によって斜
面が突然崩れ落ちる現象

石や土砂が、集中豪雨などによ
って水と一体となり、下流へ一
気に流れ出す現象

大雨などでゆるくなった斜面
が、ゆっくりと斜面下方へ動き
出す現象

次 のような 前 兆 現 象 に 注 意し、危 険 を 感じたら速 や か に 避 難しましょう！

○小石がバラバラと落ちてくる
○がけから水が湧き出ている
○がけにひび割れができる

○山鳴りがする
○川の水が濁り流木が混ざる
○雨が降り続いているのに川の

水位が下がる

○地面のひび割れができる
○地面の一部が陥没・隆起する
○沢や井戸の水が濁る
○斜面から水がふき出す

６
月
か
ら
は
梅
雨
や
台
風
に

よ
る
大
雨
で
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
土
砂
災

害
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
た

め
、
安
全
な
場
所
を
確
認
す
る

な
ど
、
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

大
雨
で
土
砂
災
害
発
生
の
危

険
度
が
非
常
に
高
ま
っ
た
時

に
、
長
野
県
と
長
野
地
方
気
象

台
が
共
同
で
土
砂
災
害
警
戒
情

報
を
発
表
し
ま
す
。
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
る
と
、

市
で
は
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

水
位
情
報
と
避
難
行
動

ふだんの水位

水防活動に入るための準備を行なう水位
水防団待機水位
洪水に対する水防活動の目安となる水位

氾濫注意水位
避難の準備や判断の目安となる水位

避難判断水位

河川の増水によりはん濫が発生する
おそれがあり避難を開始するべき水位

氾濫危険水位

氾濫注意情報

氾濫警戒情報

氾濫危険情報

氾濫発生情報

避難準備

避難勧告

避難指示（緊急）

氾濫
発生

氾濫が発生する直前又は氾濫が発生した場合
堤防に亀裂や漏水を生じた場合

・高齢者等避難開始
ま
す
。
こ
の
情
報
と
今
後
の
雨

の
降
り
方
な
ど
を
判
断
し
た
う

え
で
、
市
か
ら
避
難
に
関
す
る

情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
千
曲

市
内
に
あ
る
発
表
対
象
河
川
は

千
曲
川
と
沢
山
川
で
す
。

大
雨
・
洪
水

　
　
注
意
報
と
警
報

注意報 警報 特別警報

大
雨

大雨による災害（土
砂災害や低地の浸
水など）が発生する
おそれがあるとき。

大雨による重大な
災害が発生する恐
れがあるとき。

台風や集中豪雨に
より数十年に一度
の降雨量となる大
雨が予想される場
合。

洪
水

大雨、長雨などによ
り河川が増水し災
害が発生するおそ
れがあるとき。

大雨、長雨などによ
り河川が増水し重
大な災害が発生す
るおそれがあると
き。

－

長
野
地
方
気
象
台
か
ら
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
注
意
報
・

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

避
難
情
報
の
名
称

　
　
　
　
　
が
変
更

＊避難行動は右ページ
の「とるべき行動」を
ご覧ください。
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叙勲・褒章受章者を紹介

７
期
28
年
の
間
、
長
野
県
議
会
議

員
を
務
め
、
長
野
県
議
会
議
長
を
歴

任
す
る
な
ど
地
方
自
治
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

下﨑 保さん
（稲荷山）

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
の
た
め
に
功
労
の
あ
っ
た
人
な
ど
を
対
象
に
発
令

さ
れ
、
春
秋
叙
勲
、
高
齢
者
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が
あ
り
ま
す
。褒
章

は
、
社
会
や
公
共
の
福
祉
、
文
化
な
ど
に
貢
献
し
た
人
を
顕
彰
す
る
日
本
の
栄
典

の
一
つ
で
、事
績
に
よ
り
６
種
類
が
あ
り
ま
す
。

旭日小綬章

昭
和
27
年
に
県
警
察
に
採
用
さ

れ
、
鑑
識
業
務
に
従
事
。ま
た
、
人
権

擁
護
委
員
を
務
め
る
な
ど
人
権
擁
護

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

神戸 正人さん
（屋代）

瑞宝単光章 平
成
22
年
か
ら
県
調
理
師
会
副
会

長
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も
公
民
館
で

料
理
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
地
域
の

食
育
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す 若林 健二さん

（上山田温泉）

旭日単光章 昭
和
41
年
に
旧
労
働
省
に
入
省
し
、

甲
府
労
働
基
準
監
督
署
長
と
し
て
退

職
す
る
ま
で
の
25
年
間
、
労
働
基
準

行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

宮下 壽夫さん
（戸倉）

瑞宝双光章

８
期
28
年
の
間
、
旧
戸
倉
町
議
会

議
員
、
千
曲
市
議
会
議
員
を
務
め
、

旧
戸
倉
町
議
会
議
長
、
千
曲
市
議
会

議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
地
方
自
治
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

吉田 昌弘さん
（戸倉）

旭日小綬章
＊
こ
の
ほ
か
に
小
髙
崇
男
さ
ん（
若

宮
）が
、
春
の
叙
勲 

瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

昭
和
57
年
か
ら
食
生
活
改
善
推
進

員
を
務
め
、
県
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
食
生
活

の
改
善
や
食
育
の
普
及
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

柄木田 美代子さん
（雨宮）

緑綬 春
の
褒
章

昭
和
47
年
に
県
警
察
官
に
採
用
さ

れ
て
以
来
、
34
年
に
わ
た
り
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
、
治
安
維
持
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

丸山 進二さん
（八幡）

瑞宝単光章 危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

昭
和
16
年
に
旧
逓て

い
し
ん信

省
に
入
省

し
、
上
山
田
温
泉
郵
便
局
長
と
し
て

退
職
す
る
ま
で
の
47
年
間
、
郵
政
事

業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

竹内 茂さん
（千本柳）

瑞宝双光章 高
齢
者
叙
勲

３
期
12
年
の
間
、
旧
上
山
田
町
議

会
議
員
を
務
め
、
旧
上
山
田
町
議
会

議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
地
方
自
治
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

宮原 好幸さん
（新山）

旭日単光章

教
員
を
38
年
務
め
ら
れ
、
坂
城
町

立
坂
城
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
、

地
域
教
育
の
振
興
と
進
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

梅原 喜己雄さん
（上山田温泉）

瑞宝双光章教
員
を
38
年
務
め
ら
れ
、
上
山
田

町
立
上
山
田
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任

し
、
地
域
教
育
の
振
興
と
進
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

柄木田 文則さん
（雨宮）

瑞宝双光章

ＥＣＯ節電・省エネ
　　エコドライブにご協力を

～家庭でできる省エネのコツ～

家
庭
の
省
エ
ネ
を
考
え
よ
う

家
庭
の
省
エ
ネ
は
住
居
の
形
に
も
よ

り
ま
す
が
、
エ
ア
コ
ン
は
一
年
を
通
し

て
冷
房
と
暖
房
の
両
方
を
使
用
す
る
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
非
常
に
増
え
ま

す
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
は
一
年
中
休
む
こ

と
な
く
、
電
気
を
使
用
し
て
い
る
の
で

■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線5414）

白熱電球を電球形蛍光ランプ
に取り換えると年間で約 2,270
円、電球形 LED ランプに取り換
えると年間で約 2,410 円の節約
になります。

庫内温度を控えめにすると消費
電力量が少なくなります。設定が

「強」になっていたら「中」や「弱」
にしてみましょう。ただし、食品
の傷みには注意が必要です。

給湯付ふろがまの場合、浴槽に
水をためて沸かしたり、追いたき
や沸かし直しをするよりは、お湯
をためる方が省エネです。

リモコンは待ち状態でもテレビ
はエネルギーを消費しています。
家庭で消費する電力のうち、年間
約５％が待機消費電力といわれて
います。

使
用
量
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
の
特
性

を
考
え
な
が
ら
上
手
に
省
エ
ネ
対
策
を

す
る
と
、
省
エ
ネ
効
果
を
高
め
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

電気冷蔵庫

設定温度は適切に

照明器具

省エネ型に取り替える

お風呂

お湯をためて省エネ

テレビ

消すときは主電源をＯＦＦ

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う

運
転
マ
ナ
ー
に
関
す
る
こ
と
は
、
す

べ
て
省
エ
ネ
行
動
に
通
じ
ま
す
。
急
発

進
・
急
加
速
は
事
故
の
も
と
で
あ
り
、

エ
ン
ジ
ン
に
も
負
担
を
か
け
ま
す
。
空

ぶ
か
し
は
歩
行
者
へ
の
迷
惑
で
あ
る
と

同
時
に
、
燃
料
の
無
駄
遣
い
、
大
気
汚

染
の
も
と
で
す
。マ
ナ
ー
違
反
を
し
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
省
エ
ネ
の
達
人
で
す
。

一
．
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
「
e
ス
タ
ー
ト
」

一
．
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

　
　
加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

一
．
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
そ
う

一
．
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

一
．
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

一
．
渋
滞
を
避
け
、

　
　
余
裕
を
も
っ
て
出
発
し
よ
う

一
．
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る

　
　
点
検
・
整
備

一
．
不
要
な
荷
物
は
お
ろ
そ
う

一
．
走
行
の
妨
げ
と
な
る

　
　
駐
車
は
や
め
よ
う

一
．
自
分
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め
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■問い合わせ先　更埴庁舎・環境課（内線5413）

調査場所 測定値 環境基準値

◎大気中

千曲衛生センター 0.029 0.6Pg-TEQ/m3

以下桑原雁塚霊園 0.016
◎土壌中

屋代第５区民館 16 1,000Pg-TEQ/g
以下桑原雁塚霊園 2.4

◎川底

中原（小梨窪下の
横堰沿い） 2.8 150Pg-TEQ/g

以下

表２ ダイオキシン類測定調査（平成28年11月）

表５ 高速道路沿線更埴ＪＣＴの大気汚染調査
（平成28年９月）

調査項目 測定値 環境基準値

二酸化硫黄 0.001 0.04ppm 以下
一酸化炭素 0.300 10ppm 以下

浮遊粒子状物質 0.018 0.1mg/m3以下
二酸化窒素 0.012 0.04～0.06ppm

またはこれ以下

の 結 果

市
内
主
要
河
川
水
質
調
査
（
表
１
）

市
内
を
流
れ
る
24
の
河
川
で
、
年

2
回（
7
月
・
11
月
）水
質
検
査
を

し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｈ
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｓ
Ｓ

の
測
定
値
は
お
お
む
ね
基
準
値
内
で

す
が
、
大
腸
菌
群
数
は
基
準
値
を
超

え
て
い
る
河
川
が
多
く
あ
り
ま
す
。

調査場所 騒音レベル 環境基準値

五里ヶ峯
トンネル入口 73

70dB 以下五十里 72
一丁田 67

表４ 新幹線沿線の騒音測定調査
（平成28年８月）

調査場所
昼　間 夜　間

騒音
レベル

環境
基準値

騒音
レベル

環境
基準値

上
信
越
自
動
車
道

若草団地 54
55dB
以下

50
45dB
以下

土口 54 50
屋代東端 55 49
雨宮 57 53
窪河原 55 65dB

以下 54 60dB
以下

長
野
自
動
車
道

御麓 50 55dB
以下

45 45dB
以下中原 55 52

大池 57 60dB
以下

54 55dB
以下佐野 58 55

表３ 高速道路の騒音測定調査（平成28年10月）

融
雪
剤
散
布
飛
散
影
響
調
査

冬
の
降
雪
時
に
、
長
野
自
動
車
道

（
八
幡
中
原
地
区
）で
散
布
さ
れ
る
融

雪
剤
に
つ
い
て
、
沿
線
の
畑
な
ど
に

表１ 市内主要河川水質調査（平成28年11月）

河川名
測定値

ＰＨ ＢＯＤ ＳＳ 大腸菌群数

環境基準値
（千曲川）

6.5～
8.5

2mg/l
以下

25mg/l
以下

1,000mpn
以下

更級川 7.8 0.5未満 6    14,000
佐野川 5.2 0.5未満 2          100
治田川 7.3 0.7 6       9,000

新田用水 8.2 1.5 5     28,000
五十里川 8.5 1.5 2     12,000
伊勢宮川 8.7 1.5 1       6,300
尾米川 7.9 0.9 2     13,000

一丁田川 7.6 3.0 1     31,000

沢山川 7.5 2.2 4     23,000

千曲川
（土口） 7.6 2.0 7     50,000

埴科幹線
水路（磯部） 7.6 1.4 6     50,000

柏王用水 7.6 2.6 8   140,000
三ヶ用水 7.5 2.7 4       5,400
若宮用水 6.8 1.3 7   140,000
雄沢川 7.2 3.9 3       　800

三ヶ取水口 7.8 1.3 5       7,000
湯沢川 7.3 0.5未満 2     23,000

東組都市
下水路 6.9 0.8 1     34,000

寺沢川 7.6 0.5未満 1     31,000
田島沢川 7.0 0.5未満 ２       8,000
女沢川 4.5 0.5 1未満       2,100
宮沢川 7.0 0.5未満 1       9,400
荒砥沢 7.0 1.5 ３     50,000
千曲川

（力石） 7.7 1.7 6     50,000

ど
の
く
ら
い
の
量
が
、
ど
の
く
ら
い

遠
く
ま
で
飛
散
し
て
い
る
の
か
調
査

し
て
い
ま
す
。現
時
点
で
は
、
環
境
へ

の
影
響
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

工
場
排
水
調
査

市
内
の
食
料
品
な
ど
を
製
造
す
る

有
機
系
の
事
業
所
９
社
、
電
子
部
品

な
ど
を
製
造
す
る
無
機
系
の
事
業
所

４
社
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
２
事
業

所
、
畜
産
業
1
事
業
所
を
調
査
し
た

結
果
、
有
機
事
業
所
1
社
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
1
社
で
Ｐ
Ｈ
の
基
準
値
を

市
で
は
、
生
活
環
境
を
保
全
し
、
よ
り
住
み
良
い
環
境

を
目
指
し
て
、
一
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
調

査
を
行
な
い
ま
し
た
。

環 境 調 査

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
調
査
（
表
２
）

人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
、
大
気
2
地

点
、
土
壌
2
地
点
、
川
底
1
地
点
で

調
査
を
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
地
点

で
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

騒
音
測
定
調
査
（
表
３
・
４
）

高
速
道
路
と
新
幹
線
沿
線
で
騒
音

測
定
調
査
を
し
ま
し
た
。
調
査
結
果

が
環
境
基
準
を
超
え
る
場
合
は
、
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

要
望
し
、
改
善
な
ど
の
要
請
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
内
幹
線
道
路（
国
道
４
０

３
号
ほ
か
１
路
線
）の
騒
音
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
自
動
車
交
通
騒

音
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
成
28

年
度
の
調
査
結
果
で
は
、
面
的
評
価

の
対
象
戸
数
中
、
99
・
8
％
が
昼
夜

間
と
も
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。大

気
汚
染
調
査
（
表
５
）

更
埴
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
で
、

高
速
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
の
汚
染
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
項
目
で

環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

超
え
ま
し
た
。

地
下
水
汚
染
調
査

市
内
を
13
に
分
け
た
地
区
別
調
査

と
、
そ
の
調
査
で
基
準
を
超
え
た
井

戸
の
追
跡
調
査
を
し
て
い
ま
す
。そ

の
結
果
、
硝
酸
、
亜
硝
酸
性
窒
素
が

基
準
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
広
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
地
下
水
中
の
硝

酸
、
亜
硝
酸
性
窒
素
は
、
肥
料
の
過

剰
施
肥
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
や
生
活
排

水
、
工
場
排
水
に
含
ま
れ
る
窒
素
化

合
物
が
分
解
さ
れ
て
発
生
し
ま
す
。

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は

1
年
に
1
回
は
水
質
検
査
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
用
語
解
説
】

【
環
境
基
準
】　
環
境
基
本
法
第
16
条
に

よ
り
、
人
の
健
康
を
保
護
し
、
生
活

環
境
を
保
全
す
る
う
え
で
維
持
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

【
Ｐ
Ｈ
】　
Ｐ
Ｈ
値
が
７
の
と
き
に
中
性

を
示
し
、７
よ
り
高
い
と
ア
ル
カ
リ

性
、低
い
と
酸
性
を
示
し
ま
す
。

【
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）】

河
川
の
汚
濁
の
程
度
を
示
す
代
表
的

な
指
標
で
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
生
物

が
分
解
す
る
有
機
物
が
多
く
、
汚
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

【
Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
量
）】　
粒
径
2
㍉
㍍

以
下
の
水
に
溶
け
な
い
物
質
の
総
量

で
、
値
が
大
き
い
ほ
ど
に
ご
り
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

【
大
腸
菌
群
数
】　
水
の
汚
濁
の
内
、
人

や
動
物
の
排は

い
せ
つ
ぶ
つ

泄
物
に
よ
る
汚
れ
を
知

る
指
標
で
、
大
腸
菌
群
数
が
多
い
ほ

ど
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
】　
燃
焼
過
程
で
発

生
す
る
化
合
物
で
、
食
物
連
鎖
の
中

で
人
体
に
摂
取
さ
れ
ま
す
。
単
位
の

Ｐｇ（
ピ
コ
グ
ラ
ム
）は
、
1
兆
分
の
1

ｇ
で
す
。Ｔ
Ｅ
Ｑ（
毒
性
等
量
）と
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
毒
性
の
強
さ
を

換
算
し
た
値
で
す
。

【
二
酸
化
硫
黄
】　
腐
敗
し
た
卵
に
似
た

刺
激
臭
の
あ
る
無
色
の
気
体
で
す
。

石
炭
や
石
油
な
ど
に
含
ま
れ
る
硫
黄

分
が
燃
焼
し
た
時
に
発
生
し
、
酸
性

雨
の
原
因
物
質
に
な
り
ま
す
。

【
一
酸
化
炭
素
】　
無
色
無
臭
の
ガ
ス
で
、

焼
却
に
よ
る
不
完
全
燃
焼
で
発
生
し

た
り
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
も
含

ま
れ
ま
す
。

【
浮
遊
粒
子
状
物
質
】　
大
気
中
に
浮
遊

す
る
10
マ
イ
ク
ロ
㍍
以
下
の
粒
子
状

物
質
で
す
。
環
境
基
準
で
は
、
1
立

方
㍍
あ
た
り
0
・
1
㍉
㌘
以
下
の
も

の
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
マ
イ

ク
ロ
㍍
は
、0
・
0
０
１
㍉
㍍
で
す
。

【
二
酸
化
窒
素
】　
化
石
燃
料
の
燃
焼
な

ど
か
ら
発
生
し
ま
す
が
、
燃
焼
過
程

か
ら
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
酸
化

窒
素
と
し
て
排
出
さ
れ
、
大
気
中
で

酸
化
さ
れ
て
二
酸
化
窒
素
に
な
り
ま

す
。
紫
外
線
に
よ
り
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。

【
面
的
評
価
】　
道
路
交
通
騒
音
の
評
価

方
法
。道
路
か
ら
50
㍍
の
範
囲
に
あ

る
す
べ
て
の
住
居
な
ど
を
対
象
に
、

実
測
値
や
推
計
に
よ
っ
て
騒
音
レ
ベ

ル
の
状
況
を
把
握
し
、
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
る
戸
数
と
そ
の
割
合
を

算
出
し
ま
す
。
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種　類 数　量 品　目 利用方法など

107㌧ アルミ缶
スチール缶 アルミの原料、建築資材

1,848㌧
新聞紙、雑誌・雑紙

段ボール、紙パック、
チラシ

製紙原料

39㌧ 布 機械を拭く布（ウエス）
海外へ輸出

273㌧
庭木剪定枝 堆肥、マルチング材
廃食用油 バイオディーゼル、石けん

351㌧
びん（透明） 無色のびんの原料
びん（茶色） 茶色のびんの原料

びん（その他） それぞれの色のびんの原料

70㌧ ペットボトル 包装用プラスチック

413㌧ プラスチック
製容器包装

パレット
プラスチック板

擬木

161㌧ 紙製容器包装 製紙原料、固形燃料

14㌧ 使用済み小型家電 有用金属を回収

8,623

3,276

12,294

395

３Ｒを実践して
　　ごみを減らそう

ご
み
の
総
量
１
万
２
２
９
４
㌧

平
成
28
年
度
に
家
庭
か
ら
出
さ

れ
た
ご
み
の
総
量
は
１
万
２
２
９
４

㌧
で
、
前
年
度
に
比
べ
５
６
３
㌧
減

少
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
可
燃
ご

み
は
１
２
３
㌧
、
不
燃
ご
み
は
16

㌧
、
資
源
ご
み
は
４
２
４
㌧
そ
れ

ぞ
れ
減
少
し
ま
し
た
。

可
燃
ご
み
の
中
に
は
紙
類
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
、

不
燃
ご
み
の
中
に
は
び
ん
や
缶
な

ど
の
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
も
の
が
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま

■問い合わせ先　更埴庁舎・廃棄物対策課（内線5423）

Ｈ24年度

家庭ごみの排出量の推移 可燃ごみ
不燃ごみ
資源物

Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度

10,000

12,000

14,000

（t）

8,735

4,602 4,201

8,793

3,929

8,746

3,700

13,786 13,374 13,140 12,857

8,734
418 411449 439

可 燃ご み 不 燃ご み

ご み１袋あたりの処 理 費 用

2 2 4 円 4 3 2 円

＊平成27年度における可燃ごみ及び不燃ごみそれぞれ１
袋（5㌔）あたりの金額です。この処理費用は、収集運搬
にかかる経費や処理を行なう葛尾組合に支出する負担
金などの経費から算出したものです。

【
３
Ｒ
の
実
践
例
】

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
（
発
生
抑
制
）

 

ご
み
も
資
源
も
元
か
ら
減
ら
す 

○
買
い
物
の
時
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
し
、
不
要
な
レ
ジ
袋
は
も

ら
わ
な
い
。

○
食
べ
残
し
を
し
な
い
。

○
詰
め
替
え
商
品
を
利
用
す
る
。

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
再
使
用
）

　
繰
り
返
し
長
く
使
う 

○
壊
れ
た
も
の
は
可
能
な
限
り
修

理
し
て
使
う
。

○
ま
だ
使
え
る
も
の
は
他
の
人
に

譲
る
。

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ
（
再
資
源
化
）

 

資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る 

○
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

○
地
球
に
優
し
い
エ
コ
マ
ー
ク
商

品
を
購
入
す
る
。

＊
市
で
は
、
資
源
物
の
回
収
を
行

な
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
区
・
自
治
会
に

対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
に
約
５
８
７
万
円
、区
・

自
治
会
に
約
４
０
０
万
円
を
交

付
し
ま
し
た
。
奨
励
金
は
、
教

育
活
動
や
区
・
自
治
会
の
環
境

整
備
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
Ｒ
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

３
Ｒ
と
は「
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
発
生
抑
制
）、
Ｒ
ｅ
ｕ

ｓ
ｅ（
リ
ユ
ー
ス
・
再
使
用
）、
Ｒ

ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ（
リ
サ
イ
ク
ル
・
再

資
源
化
）」の
頭
文
字
を
取
っ
た
言

葉
で
す
。

次
の
実
践
例
を
参
考
に
ご
み
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

す
。
ご
み
の
減
量
の
た
め
し
っ
か

り
分
別
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

缶　類

紙　類

古布類

庭木剪
せ ん て い

定枝
・廃食用油

びん類

ペット
ボトル

プラスチック
製容器包装

使用済み
小型家電

紙製容器
包装

道
路
脇
な
ど
へ
の
不
法
投
棄

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
さ
ら
に
不
法
投

棄
を
誘
発
し
、
景
観
を
損
ね
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
環
境
衛

生
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
絶
対

に
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
パ

ト
ロ
ー
ル
や
防
止
看
板
の
設
置

な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
の
心
な
い
人
に
よ

る
不
法
投
棄
は
依
然
と
し
て
な

く
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

不
法
投
棄
は
、「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」違
反
に
該
当
し
、５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
昨
年
の
検
挙
件
数
】

長
野
県
内　
１
６
６
件

千
曲
署
管
内　
８
件

収集ごみの量　　1 万 1,430 ㌧

可燃ごみ 不燃ごみ ほか 資源ごみ

8,623 ㌧ 395 ㌧ 2,412 ㌧

葛尾組合
焼却施設

再資源化または最終処分場
（焼却灰・資源化できなかった不燃ごみ）

　平成28年度の家庭ごみの排出量と資源物のゆくえ

資源回収量

864 ㌧

不燃ごみ処分場 粗大ごみ ほか
367 ㌧ 28 ㌧

資源物処理施設
（梱包・破砕など）

3,276 ㌧

不
法
投
棄
は

し
な
い

　
　
さ
せ
な
い

　
　
　
　
許
さ
な
い

自
分
の
土
地
は
自
分
で
守
る

道
路
な
ど
公
共
用
地
以
外

の
空
き
地
や
田
畑
な
ど
へ
の
不

法
投
棄
も
あ
り
ま
す
が
、
市
で

は
私
有
地
に
投
棄
さ
れ
た
ご
み

を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
従
っ
て
、
所
有
者
・
管
理

者
が
自
ら
の
責
任
で
ご
み
を
片

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た

め
、
土
地
の
所
有
者
、
管
理
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら
不

法
投
棄
を
さ
れ
な
い
状
況
を
つ

く
り
、
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

○
定
期
的
に
見
回
り
を
す
る
な

ど
、
常
に
土
地
の
状
況
を
把

握
す
る
。

○
柵
や
ロ
ー
プ
、
ネ
ッ
ト
を
設

置
す
る
な
ど
、
所
有
地
へ
の

侵
入
を
防
止
す
る
対
策
を
す

る
。

○
整
理
整
頓
や
草
刈
り
な
ど
適

切
な
管
理
を
心
が
け
る
。

○
こ
れ
ま
で
何
度
も
不
法
投
棄

さ
れ
て
い
る
場
所
に
は
、
警

告
看
板
な
ど
を
設
置
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課

（
内
線
５
４
２
３
）
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市政トピックス

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
空
き

家
が
存
在
し
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
口

減
少
が
千
曲
市
に
お
い
て
も
目
に

見
え
る
形
で
進
ん
で
い
る
こ
と
が

実
感
さ
れ
ま
す
。
管
理
さ
れ
な
い

空
き
家
は
庭
木
や
雑
草
が
伸
び
て

周
辺
に
迷
惑
を
か
け
る
ほ
か
、
傷

み
が
早
く
、
屋
根
瓦
や
外
壁
が
落

下
す
る
な
ど
市
民
へ
の
危
険
が
及

ぶ
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

空
き
家
が
次
の
居
住
希
望
者
へ

引
き
継
げ
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
市

が
運
営
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
し
た
り
、
近
所
の
不
動
産
屋

さ
ん
に
頼
ん
だ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

し
て
販
売
す
る
買
取
会
社
に
売
っ

た
り
す
る
こ
と
で
活
用
が
進
み
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る
市

民
団
体
な
ど
に
安
価
で
貸
し
出
す

か
わ
り
に
維
持
管
理
を
し
て
も
ら

う
と
い
っ
た
活
用
の
道
も
あ
り
ま

す
。空

き
家
は
、
あ
る
日
急
に
発
生

す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
前

か
ら
そ
う
な
る
か
ど
う
か
を
予
想

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん

が
現
在
お
住
ま
い
の
自
宅
は
、
あ

な
た
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
、
住
ん
で
く
れ
る
親
族
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
か
。
親
族
に
住
む

希
望
者
が
い
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ

空
き
家
に
な
り
ま
す
。そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
、
今
か
ら
自
宅
の
未

■問い合わせ先　
　更埴庁舎・建設課（内線5645）

お
住
ま
い
の
自
宅
を

　
　
　
　
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

災害時にライフライン復旧のために

災害等緊急時における

出動協力に関する協定を締結

市
は
、５
月
９
日
に
更
埴
庁
舎

で
市
内
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
10
社
か
ら
な
る
千
曲
市
水
道

工
事
業
協
会
と「
災
害
等
緊
急
時

に
お
け
る
出
動
協
力
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
は
、
災
害
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
に
市
が
同
協
会
に
、
市
営

水
道
施
設
の
復
旧
作
業
な
ど
を
要

請
す
る
内
容
で
す
。同
協
会
は
長

年
に
わ
た
り
市
の
水
道
事
業
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

営
水
道
施
設
全
体
を
熟
知
し
て
お

り
、
資
材
の
供
給
や
専
門
的
な
技

術
力
を
活い

か
し
た
迅
速
か
つ
円
滑

な
対
応
が
望
め
ま
す
。

岡
田
市
長
は「
災
害
時
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
ど
う
確
保
す
る
か
が

行
政
の
使
命
で
す
。
今
回
の
協
定

で
、
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
皆

さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
て
安
心
安

全
な
水
道
を
提
供
し
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
協
会
長
の

清
水
賢
一
さ
ん
は「
災
害
時
に
出

動
で
き
る
よ
う
に
協
会
と
し
て
一

致
団
結
し
て
対
応
し
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

今
回
の
災
害
時
に
お
け
る
協
定

書
の
締
結
に
よ
り
、
各
種
団
体
と

の
協
定
が
27
件
と
な
り
ま
す
。

■問い合わせ先　更埴庁舎・上下水道課（内線5618）
▲協定書を持つ岡田市長と清水賢一会長

空き家の活用方法について

相談したい方は……

来
の
こ
と
も
親
族

と
一
緒
に
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。建設課に新設された

空き家対策係までご相
談ください。

小
型
家
電
の
部
品
に
は
、
貴
重

な
資
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
限

ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
や
、
ご

み
の
減
量
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
日　
６
月
11
日（
日
）午
前

８
時
30
分
～
10
時（
雨
天
決
行
）

■
会
場　
更
埴
庁
舎
第
一
駐
車

場
、戸
倉
庁
舎
駐
車
場

■
回
収
品
目　
電
気
や
電
池
で
動

く
小
型
電
子
機
器
や
家
電
製
品

■
回
収
で
き
な
い
も
の

①
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目

（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・

洗
濯
機
・
乾
燥
機
・
エ
ア
コ
ン
）

②
事
業
活
動
に
と
も
な
い
排
出
さ

れ
る
使
用
済
み
小
型
家
電

＊
回
収
で
き
る
も
の
は
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
小
型
家
電
の
み
で

す
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
廃
棄
物
対
策
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

  

更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課

（
内
線
５
４
２
３
）

使
用
済
小
型
家
電
の
無
料
回
収

ありがとう更埴体育館・Ｄ5 1機関車

さよならイベントを開催

更
埴
体
育
館
は
、
昭
和
47
年
に

建
築
さ
れ
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
各
種
競

技
大
会
の
会
場
と
し
て
多
く
の
人

が
訪
れ
、
ま
ち
の
賑に

ぎ

わ
い
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。
老
朽
化
に
よ
り

体
育
館
と
同
時
に
解
体
さ
れ
る
Ｄ

51
機
関
車
も
更
埴
体
育
館
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト

更
埴
体
育
館
・
Ｄ
51
機
関
車
に

関
す
る
各
種
企
画
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
吹
奏
楽
の
演
奏

や
新
体
操
の
演
技
な
ど
で
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

思
い
出
の
作
文
や
写
真
を
募
集

更
埴
体
育
館
や
機
関
車
に
ま
つ

わ
る
思
い
出
の
作
文
や
写
真
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い

た
も
の
か
ら
順
次
、
更
埴
体
育
館

入
口
に
掲
示
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　
様
式
は
自
由
で

す
。
6
月
30
日（
金
）ま
で
に
、

紙
ま
た
は
デ
ー
タ
で
、
直
接

更
埴
体
育
館
、
戸
倉
体
育
館

に
持
参
す
る
か
、
電
子
メ
ー

ル（spo@
city.chikum

a.
nagano.jp

）で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■問い合わせ先　スポーツ振興課（℡026-276-1731）

＊参加費無料、どなたでも参加できます

日時 　７月８日（ 土 ）午 後６時 ～７時３０分

場 所 　 更 埴 体 育 館

市
で
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

Ａ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
ち
く
ま
」

を
制
作
し
ま
し
た
。県
内
市
町
村

で
は
初
め
て
Ａ
Ｒ（
仮
想
現
実
）

を
採
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

す
。
専
用
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
指
定
箇
所
に
か
ざ

す
こ
と
で
、「
姨
捨
の
棚
田
」の
ド

ロ
ー
ン
映
像
と
野
崎
良
太
さ
ん

（Jazztronik

）か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
新
録
楽
曲
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
、季
節
ご
と
の「
姨
捨
の
棚

田
」の
美
し
い
映
像
を
順
次
配
信

Ａ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ち
く
ま
」
を
制
作

し
て
い
く
予
定

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

先　

　
観
光
交
流
課 

（
℡
０
２
６

－

２
７
５

－

１
７
５
３
）
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平
成
29
年
10
月
採
用
の
千
曲
市
職
員
（
社
会
人
経
験
者
）
を
募
集

県
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
39
歳

（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）ま
で
の

社
会
人
経
験
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
試
験
区
分
・
募
集
人
員

○
上
級（
行
政
）社
会
人
経
験　
　

　
若
干
名

○
上
級（
土
木
）社
会
人
経
験　
　

　
若
干
名

■
受
験
資
格

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人

○
民
間
企
業
な
ど
で
勤
務
経
験
が
平

成
29
年
5
月
末
ま
で
の
直
近
７
年

中
５
年
以
上
あ
る
人
。

○
平
成
29
年
10
月
1
日
時
点
で
千
曲

市
に
住
所
登
録
を
し
て
居
住
し
て

い
る
人
。

■
試
験
日
・
会
場

○
第
１
次
試
験　
7
月
9
日（
日
）午

前
9
時
50
分
か
ら
更
埴
庁
舎
で
行

な
い
ま
す
。

○
第
２
次
試
験　
8
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
、
第
１
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　
6
月
2
日（
金
）か
ら

15
日（
木
）ま
で
の
土
・
日
曜
日
を

除
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
。

■
申
込
方
法

　
更
埴
庁
舎
総
務
課
か
案
内
所
に
あ

る
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
直
接

窓
口
に
提
出
す
る
か
、郵
送（
当
日

消
印
有
効
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
総
務
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬
下

84
番
地
、内
線
５
２
１
３
）

景
観
審
議
会
委
員
を
募
集

筋
力
の
維
持
・
低
下
防
止
に
取

り
組
み
、
膝
痛
・
腰
痛
を
予
防
し

た
い
人
向
け
の
教
室
で
す
。

■
日
時　
7
月
6
日
か
ら
9
月
21

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
全
12

回
）毎
回
午
後
1
時
30
分
か
ら

3
時
ま
で

■
対
象
者　
戸
倉
上
山
田
地
区
在

住
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

■
定
員　
21
人（
先
着
順
）

■
会
場　
上
山
田
文
化
会
館　
大

会
議
室

＊
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

■
参
加
料
金　
一
回
２
０
０
円

■
申
込
方
法　

　
6
月
５
日（
月
）か
ら
９
日（
金
）

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

＊
申
込
み
多
数
の
場
合
は
新
規
の

申
込
み
を
優
先
し
ま
す
。

＊
今
年
度
は
、
10
月
～
12
月
に
更

埴
川
西
地
区
・
平
成
30
年
1
月

～
3
月
に
更
埴
川
東
地
区
の
2

会
場
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
開
催
日
は
決
ま
り
次
第
市

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
高
齢
福
祉
課　
更

埴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
２
１
）

膝
腰
元
気
塾
生
の
募
集

■
勤
務
先
・
勤
務
条
件
な
ど　

　
表
１
の
と
お
り

■
勤
務
時
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
原
則
）

＊
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
細

は
各
所
属
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
希

望
す
る
所
属
、職
種（
番
号
）を
記

入
の
う
え
、６
月
16
日（
金
）ま
で

に
各
所
属
課
に
持
参
す
る
か
、
郵

送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
６
月
下
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
先　

　
〒
３
８
９

－

０
８
９
２ 

千
曲
市
大

字
戸
倉
２
３
８
８
番
地

＊
郵
送
先
に
は
、
番
地
に
続
い
て
勤

務
希
望
先
所
属
課
名
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
を
募
集

所属・
問い合わせ先

勤務先 職　種 資格など 賃　金
勤務日数

／月
任用期間

保育課
（戸倉庁舎）
内線6234

市内保育園 ①保育士
（臨時職員）

保育士資格を有す
る人 時給910円 16日程度 平成30年3月31

日まで

戸倉庁舎
保育課

②事務補佐員
（臨時職員）

市内在住で、自動
車免許を保持しパ
ソコンができる人

日額6,090円 13日 7月上旬～平成30
年3月31日まで

市民窓口課
（戸倉庁舎）
内線6290

戸倉庁舎
市民窓口課

③事務補佐員
（臨時職員）

市内在住で、自動
車免許を保持しパ
ソコンができる人

日額6,090円 15日 7月1日～平成30
年3月31日まで

表１ 募集勤務先・勤務条件など

景
観
形
成
基
準
に
不
適
合
な
届
出

が
あ
っ
た
場
合
の
意
見
や
審
議
な
ど

を
行
な
う
千
曲
市
景
観
審
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民

で
、
市
の
他
の
審
議
会
委
員
な
ど

に
な
っ
て
い
な
い
人

■
任
期　
任
命
の
日
か
ら
平
成
31
年

７
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限　
６
月
23
日（
金
）

■
応
募
方
法　
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用

紙（
任
意
様
式
）に
、
住
所
・
氏

名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理

由
を
書
き
、「
千
曲
市
の
景
観
」を

テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の

作
文（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
任
意
様
式
）

を
添
え
て
、
更
埴
庁
舎
都
市
計
画

課
へ
持
参
す
る
か
郵
送（
当
日
消

印
有
効
）ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル（tosikei@

city.

chikum
a.nagano.jp

）
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　
書
類
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴

庁
舎
・
都
市
計
画
課（
〒
３
８
７

－

８
５
１
１ 

千
曲
市
大
字
杭
瀬

下
84
番
地
、
内
線
５
６
２
１
、
FAX

０
２
６

－

２
７
３

－

１
９
２
１
）

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
受
賞
者
を
紹
介

昨
年
11
月
末
を
も
っ
て
民
生
・
児

童
委
員
を
退
任
さ
れ
た
東
條
二
郎
さ

ん（
戸
倉
温
泉
地
区
担
当
）に
、退
任

民
生
児
童
委
員
厚
生
労
働
大
臣
特
別

表
彰
が
送
ら
れ
、４
月
13
日
に
岡
田

市
長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

東
條
さ
ん
は
、
15
年
に
わ
た
り
民

生
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
域

福
祉
向
上
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
内
線

６
２
１
２
）

▲岡田市長から表彰状の伝達を受ける東條さん

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
を
紹
介

４
月
１
日
付
で
海
野
義
元
さ
ん

（
埴
生
寂
蒔
地
区
担
当
）と
若
林
健

二
さ
ん（
上
山
田
温
泉
４
区
地
区
担

当
）が
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。身

近
な
地
域
で
の
生
活
上
の
問

題
、
家
族
の
問
題
、
身
体
障
害
者
福

祉
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
、
助
言
や

調
整
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
任
期
は

平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
戸
倉
庁
舎
・
福
祉
課（
内
線

６
２
１
２
）
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農
業
用
水
利
施
設
維
持
管
理
者
の
紹
介

施設名 管理者 電話番号

埴科幹線水路 埴科郡土地
改良区 273-1237

更　埴　地　区

埴生分水門扉 宮坂洋道 272-3890
新田中村用水
分水門扉 石川秀幸 272-2339

船山堰 太田文久 272-2709
西沖堰 宮澤　優 273-1936
高川原堰 石川秀幸 272-2339
粟佐分水門扉 児島　學 273-2647
藤 ノ 木・ 屋 代
一重山分水門
扉

千曲市 273-1111
埴科郡土地

改良区 273-1237

大橋分水門扉 山本啓一 273-0605
一丁田新田用
水分水門扉 髙波和雄 272-2139

屋代山崎地区
水門扉 北澤健二 273-3914

郷津分水門扉 宮下征一郎 274-2362
大塚分水門扉 神尾次男 273-1043
日詰分排水門扉 春原英夫 273-0752
古川分水門扉 平林健治 272-2234
蛇田分水門扉 千曲市 273-1111
屋代返町分水
門扉 瀧澤正人 272-0614

大堰排水門扉 神谷温男 272-2571
南沖耕地組合
用水ポンプ 北條昭宣 272-3477

鳥居町分水門扉 相澤　隆 272-1863
来 光 塚・ 西 上
川原排水樋管 春原俊二 273-2853

石杭池 倉嶋正良 274-2188
中村・岡森池 林　勝美 273-0211
柳田池 金井孝一 276-5929
山の神池 丸山保人 273-2448
郡・頭無池 藤岡　東 274-1748
薬師池 小林　茂 274-1026
横堰 小林哲男 274-1057
矢口池 緑川辰男 273-3337
遠見塚池 中山郁男 274-1391
荏沢池 細田袈裟男 274-1316
なめ沢池・熊久
保池・二の沢池 宮本惣一 274-1517

平
成
29
年
度
の
各
施
設
の
維
持
管

理
者
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
各

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
管
理
者

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
埴
科

幹
線
水
路
と
主
要
分
水
門
の
利
用
に

■
問
い
合
わ
せ
先

○
埴
科
郡
土
地
改
良
区（
℡
０
２
６

－

２
７
３

－

１
２
３
７
）

○
上
山
田
庁
舎
・
農
林
課（
内
線

７
２
５
４
）

施設名 管理者 電話番号

西部土地改良区

西沖ほ場整備内 西部土地
改良区 214-2569

梨 窪 池・ 猿 飛
池・平沢池 宮下康人 272-5054

大 池・ 八 幡 林
池・大口頭首工 佐藤利雄 272-5396

栃窪池 佐藤秀典 272-5382
矢崎頭首工 西沢芳信 272-3434
真光寺頭首工 竹内正博 274-1293
松原頭首工 柳原重幸 272-0892
荏沢頭首工 竹内正博 274-1293
天浦頭首工 荒井忠男 274-1154
大雲寺（内池） 亀山正明 274-0572
大雲寺（外池） 藤岡金夫 273-2128
治田池（上池） 緑川袈裟利 274-1382
治田池（下池） 唐木沢清澄 273-3222

戸　倉　地　区

花 柄 池・ 前 山
池・仙ヶ原池・
山の神池（湯沢
水系）

小松暢夫 275-1721

郷 津 池・ 芝 平
池・山の神池

（雄沢水系）
塚田文夫 276-3544

原新池 中澤具昭 276-5916
吉野機械揚水 西澤　勤 275-3398
羽尾機械揚水 塚田文夫 276-3544
巾田機械揚水 竹森松雄 276-1261
戸倉大口水門 島田庄作 275-2115
若宮大口水門 宮﨑正光 276-6114

下三ヶ用水 埴科郡土地
改良区 273-1237

上山田地区（出水時水門操作）

六ヶ郷用水 六ヶ郷用水
組合 273-1111

力石東部水門 塚田治夫 82-3687  
力石南部水門 山﨑一 82-3306
力石西部水門 中村 彦 82-5311
三本木地区水門 田島愼司 275-2584
温泉地区水門 髙橋達夫 276-2144
新 堤 池・ 向 堤
池・大鹿池

漆原土地
改良区 276-2083

弁天池 千曲市 273-1111

平成29年度 農業用水利施設維持管理者 （敬称略）
農
業
用
に
必
要
な
か
ん
が
い
用
水

の
確
保
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
各
地
区
に
水
門
や
た

め
池
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設
が
あ

り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
埴
科
郡
土
地
改
良
区
か

上
山
田
庁
舎
農
林
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。


